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　地球上では今､環境破壊

により一日に約100種もの

生物が絶滅していると言

われています｡絶滅種の正

確な検証はさておき､現在

の状況が続けば､気が遠く

なるほど長い生命進化の

歴史の上に築かれてきた

地球生態系が､瞬時に足元

から崩壊するであろうこと

才匹言二言く三つ言言∧_、一一言言打だ生態系は決して元に戻る

二とよ谷｡_二万。よ言一言……_言言子の英知を集め､環境問題の解

言ノコ鉄言⊇ツ且≒⊇岨言二言けて､一丸となって取り組むべ'_‾‾_‾-‾J.'二こ'_ご_'_'二｡一一－　　一一-　　＝

言且か回⊇言二亘万二土づ二

　　｢且言言二言言且言且が言壮会｣を実現するためには、[生

亘]ご仕岨言や言匹⑤TFF回しこうえで､人間を取○巻く｢環境｣

を自然科嘔､人文社会科学の双方から捉えることによ○､新し

い技術を割出し社会へ還元することが必要です。

　私どもの生命環境学部は､環境に調和した様々な先端技術

の開発や安全な食物の生産を目指す自然科学系の3学科と､研

究成果を社会へ還元する役割を担う社会科学系の1学科から

成る新しい文理融合型の学部で､従来の理系･文系の枠組みを

はずした学科横断的な教育を特徴としています｡1･2年次では

｢生命･食･環境･経営｣にわたる重層的な基礎力を養い､3･4年

次では大学院や社会で必要となる高度な専門分野への連続性

を考慮して実践的な専門知識を習得するほか､他学科の専門

科目の一部を履修することができます｡これらの特色ある教育

により､進路先である企業､行政機関､研究機関､大学院等にお

いて､広範で複合的な問題にも新しい視点と柔軟な発想をもっ

て対応できる､確かな実践力を育むことができます。

　生命環境学部では附属農場や附属ライフサイエンス研究施

設､さらにワイン科学研究センター､国際流域環境研究センター
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言］班言行回を学んだ後､いよいよ生命･食･環境･経

言二回径う実践教育を受けます｡また､広範で複合的

駝凹匹へチャレンジする意欲をもつ学生のために､他
－　一一　－
白字≒う言戸］科目を履修できる相互乗り入れ科目を

宣言しており､柔軟性のあるカリキュラムを履修する

と土工よって幅広い知識を学びます。

4年次では､主に専門特別科目を履修し､実践的専門

職業人としての実技を修得する卒業研究を行います。

また､特別講義などを履修し､大学院へ向けた専門知

識についても学びます。



生命環境学部生命工学科

mobile site

■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■

－

実験実習を重視した実践的教育体制

○化学⑤･生物学⑤微生物学○化学や発生工学の実験技術

■バイオサイエンス､バイオテクノロジーを深く字ぶ。

Ｏ遺伝子や細胞､生物機能に関する知識と技術○食品や医薬品の生産に役立つ知識

Ｏ食と健康､環境に関する知識と技術○生物化学､培養工学､応用微生物学､遺伝子工学の実験技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

■有用物質生産､食品生産･加工､組織再生などの分野の技術者･研究者になる。

○食品系製造業(食料､飲料､醸造等)○化学系製造業(医薬､化粧品､香料)

○医療系産業(機器､分析など)○環境産業(廃水処理､環境分析)○農業関係法人(JAなど)

○学術･研究機関○地方公務員◎国家公務員○高校教員(理科)など

■生命工学科の前身は昭和32年設立の工学部発酵生産学科まで遡ることができま

す｡バイオテクノロジーとバイオサイエンス分野において十分な教育･研究実績が

あ○､すでに多くの卒業生を社会に送０出しています｡前身学科の主な就職先は生

命工学科ホームページ(http：//www.bt.yamanashi.ac.jp/)をご覧ください。

○○　■本学科につづく大学院に修士課程及び博士課程が設置されてお○､毎年卒業生

　　　の約7割は修士課程へ進学します。

目名などの詳細は学科HPで。

/www.bt.yamanashi.ac.jp
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生命工学科では4年次に研究室に所属し､学部の集大成として卒論研究に取り組みます。

下記の7研究室が5つの分野(微生物利用工学､分子代謝工学、

細胞培養工学､発生工学､合成生物分子工学)で先端的な研究を行っています。

★若山研究室(発生工学分野)

教授／若山照彦　助教／水谷英二

顕微授精技術は､実験動物や家畜だけでなく､人の不

妊治療に不可欠な技術となっています｡また､体細胞ク

ローン技術は再生医学や農業に大きく貢献すると考え

られています｡私たちの研究室では､これらの発生工学

技術の開発･改良を通じて､哺乳類が個体に発生する

しくみを理解し､より安全に利用するための研究を行っ

ています。

★早川研究室(微生物利用工学分野)
教授／早川正幸助教／中川洋史助教／山村英樹

有用微生物は発酵食品や医薬品､廃棄物処理といっ

た様々な産業で人々の生活に大きく貢献しています｡私

達は微生物の中でも抗生物質などの生産例が非常に

多い｢放線菌｣の探索･利用や､食品産業に欠かせない

｢酵母｣の機能性開発を目的に､新規分離方法の開発

や遺伝子解析､さらにゲノムレベルの幅広い領域で研

究を行っています。

★宇井研究室(分子代謝工学分野)
教授／宇井定春准教授／野田悟子准教授／大槻隆司

バイオの世紀と呼ばれる現在､人類が地球環境と共存

しながら発展するためにはバイオ技術は欠かせません。

本研究室では､生物の未知の能力を発掘し､その機能を

酵素の分子構造や遺伝子進化などの観点から科学的　ｊ

に解明し､バイオマス活用技術などに分子･細胞レベル

で応用することで豊かな未来に貢献するための研究を

行っています，

★楠木研究室(分子代謝工学分野)

教授／楠木正巳　助教／大山拓次

蛋白質は､核酸､脂質､糖などとともに細胞の主要な構

成成分であり､生物の多彩な機能(酵素､ホルモン､運

動､運搬､シグナル伝達など)を実現する生体高分子で

す｡蛋白質を結晶化し､X線結晶解析によりその立体構

造を決定し､生物の機能やメカニズムを理解する研究を

しています。
加ウ●ａコシダj1タＩゝ●威●●－宜休槽豊

★中村研究室(微生物利用工学分野)
准教授／中村和夫

きのこは抗腫瘍作用や抗酸化作用など生活習慣病の

予防に役立つ機能性物質を有する糸状性細胞(菌糸

体)の微生物です｡当研究室ではきのこ菌糸体の今まで

知られていなかった酵素パワーを見つけ出し､きのこの発

酵作用を用いた新規な食品を開発しています｡きのこの

成分を含む発酵食品が健康の増進に役立つことを目標

に研究を行っています。

★黒潭研究室(細胞培養工学分野)
教授／黒潭尋

iPS細胞やES細胞を利用した再生医療を実現するため

に培養工学の観点から研究を行っています｡iPS細胞や

ES細胞などの多能性幹細胞から効率よく目的細胞をつ

くり出す分化誘導技術の開発や細胞の品質評価に関

する研究を行っています。

★新森研究室(合成生物分子工学分野)
准教授／新森英之　助教／小久保晋

近年､生体の機能に習った科学はナノバイオテクノロ

ジーという新分野へ発展しています｡そこで我々は生体

機能を利用した新規な機能性材料･薬剤の開発を目指

しています｡具体的には､多彩な物質工場である生物を

ミクロな化学的視点で解き明かし､人に役立つ医薬品

やバイオセンサー､生体適合材料等の開発研究を行っ

ています。
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基礎から応用､そして実践に繋がる新しいカリキュラム

・食物の基礎知識･技術をしっかり学ぶ。

○果樹､農作物の栽培○微生物学○食品製造学○生物学○栄養学

・食物科学を深く学ぶ。

○農産物の生産○食品製造の科学

○食品微生物の分子生物学的解析と利用

○食品成分の栄養学と有用成分の利用
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■ワインの科字を深く､字ふ。

(ワイン科学特別コース)

○ﾌﾞﾄﾞｳ栽培､ﾜｲﾝ製造の技術

○ワインの成分の分析と利用

■食物科学や農学の知識･技術を良料問題の解決に活かす人材になる。

○食品産業､醸造産業○製薬産業○ﾜｲﾝ産業○果樹栽培業

○食品加工産業○農業生産関連産業○大学院○高校教員

　　　,専門科目名などの詳細は学科HPで。
噪

http://www.pyamanashiacjp

ＯＯ

・人類は有史以来､食品を作り続けてきました｡かつてないスピードで進む環境破

壊､そして人□増加､食物を取○巻く状況は大きく変化しています｡地域食物科学科

では､先端的な科学的手法を駆使した果樹や野菜の生産やワイン製造などの加工を

実践し､食料問題の解決や食物の利用性と機能性を高める教育を行います。

・教育モデルとして｢ワイン科学特別コース｣を設置し､ブドウ栽培･ワイン製造を専

門に研究する国内唯一の研究機関である｢ワイン科学研究センター｣の歴史と実績

を活かして､専門的なワイン製造技術を教育しワイン製造業界で活躍できる人材を

養成します。

１

１
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資園芸学研究部門

教授／村松昇　准教授／中田美紀

　食は､私達に心身の健康と豊かな生活をもたらす大

切な存在です｡しかし､近年､食の安全を脅かす事件

や､異常気象による農作物被害が多発し､多くの人が

食に関する不安をつのらせています｡当研究室では､安

全な食物を安定的に供給するシステムの構築を目指

し､情報通信技術の農業への利用を検討しているほ

か､植物工場の利用､これまで生産が少なかった果樹

品目の栽培など､最新技術を用いた新たな農業に向け

た研究に取り組んでいます｡また､農薬や化学肥料を

使わず､土壌微生物の働きを高める野菜の栽培法の

研究も行っています。

★果実遺伝子工学研究部門

准教授／山下裕之　准教授／鈴木俊二

　果実遺伝子工学研究部門では､｢美味しいﾌﾞﾄﾞｳをつ

くる･手間をかけず栽培する｣をキーワードに､基礎研究お

よび応用研究を行っています｡｢美味しいﾌﾞﾄﾞｳをつくる｣

ために私たちは分子育種と古典的な交雑育種を組み合

わせて､香りに特徴をもち､着色性に優れ､高品質でか

つ病気に強い理想的なブドウの育成を目指しています。

また､｢手間をかけずに栽培する｣ためにはブドウの樹の

形にこだわり､省力的､高品質安定生産が可能となる新

整枝･せん定法を研究しその有利性を明らかにしていま

す｡さらにもともと自然界に生息する微生物を活用してﾌﾞ

ﾄﾞｳを病害虫などから守る農薬の開発も行っています。

皿⊇よ⊇皿言亘匹皿亘

責機能成分学研究部門

教授/奥田徹准教授/久本雅嗣助教/斉藤史恵　　｀ご･‥ﾔ?|

　ﾜｲﾝの｢おいしさ｣は｢色｣｢香り｣｢味｣が五位一体　｣!IJ;芦T.鴫，･j　ワインの｢おいしさ｣は｢色｣｢香り｣｢味｣が三位‐体

となってつくりだしています｡すなわち､｢おいしい｣ワイン

を適るためには､｢色｣｢香り｣｢味｣に関わる成分の化

学構造や性質､生成する要因を科学的に解明すること

が重要です｡私たちは､醸適中や熟成中に､どのような

成分がどのようなメカニズムで抽出･生成されるのかを

解析し､より優れた醸造技術への応用を目指していま

す｡また､人がおいしさを感じるメカニズムについても注

目しています｡嗜好性や生体調節効果を持つ化合物を

利用することで､より魅力のあるワインを適ることを目指

し､研究に取り組んでいます。

教授／谷本守正　准教授／三木健夫

　食べ物のおいしさ､食べやすさに直結する､食品の

食感や製造方法に関する研究をしています｡様々な加

工条件による食品の性質を､食品の物性と構造の両

面から解析し､新たな食品価値を創造します。

　また､酵母の遺伝子に関する研究を行っています。

発酵食飲料製造に欠かせない｢酵母｣の性質は､遺伝

子の相互作用によって生じています｡遺伝子を構成す

るＤＮＡ配列を多面的に解析し､様々な情報を得ること

により｢酵母｣の持つ高次機能についての研究(高浸

透耐性､ｱﾐﾉ酸資化性､細胞外タンパク質機能等)を

行っています。

准教授／望月和樹　助教／山下さやか

　私たちは､毎日食物から多くの栄養素を摂取して生きていま

す｡これらの栄養素には､エネルギー源となる栄養素(糖質､脂

質､ﾀﾝﾊﾟｸ質など)､体を形作る栄養素(ﾀﾝﾊﾟｸ質､ﾐﾈﾗﾙな

ど)､代謝を助ける栄養素(ﾋﾞﾀﾐﾝ､ミネラルなど)などがあります。

健康な生活を営むために､これらの渚養素の適正な摂取が必

要となります｡さらに､近年では､これらの栄養素に区分されない

食事因子(食物繊維や､抗酸化食品成分など)も私たちの体に

とって大切な役割を担っていることがわかってきました｡食品栄

養学研究部門では､食生活と密接に関連している疾患(生活

習慣病やｱﾚﾙｷﾞｰ疾患)の予防を目標に､栄養素および食

事因子の役割を探求することを目標に研究を行っています。

★発酵微生物工学研究部門

教授/柳田藤寿准教授／岸本宗和助教/乙黒美彩

　ワインをはじめとする発酵食品の製造において､酵母

や乳酸菌は様々な成分の生成を通して発酵食品の品

質に大きな影響を与えています｡我々はﾜｲﾝ醸造環境

(ブドウ園､ワイナリー)や自然

界(湖､花)から酵母や乳酸菌

などの有用微生物を探索し、

微生物の持つ未知の能力を

解明することで､ワインや発酵

乳飲料など個性豊かな発酵

食品の開発を目指し研究を

行っています。
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環境についての自然科学的な理解を基に､環境計測ならびに管理のための

知識と技術を総合的に学ぶ。

をしっかり学ぶ。

○物理学○化学○生物学○地球科学Ｏ情報処理○科学英語

Ｏ自主ゼミ(＝学生が自主運営する実験活動･勉強会等)

・環境の調査技術を深く学ぶ。

○大気､水､土壌のサンプルの採取と分析

○生物､生態の観察と調査

○水や物質の移動の計測他

●

■環境の管理手法を深く学ぶ。

○地理情報ｼｽﾃﾑなどの環境情報解析

○環境影響予測技術

○汚水処理などの環境保全技術他

・環境負荷を減らし自然環境に貢献できる人材になる。

○環境系ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ企業(調査･予測･評価､計画･設計･管理)○企業の環境管理部署○環境ﾊﾞｲｵ産業

○国家公務員､地方公務員○環境NGO､NPO○食品産業､製薬産業Ｏ情報産業Ｏ大学院○高校教員他

曹７ご昌ここら

■環境科学に関する幅広い視野と

実践的な能力を養うために､学科

の教育と研究指導を担当する教員

グループは､環境に係わる物理学･

○○　化学･生物学･地球科学･情報科学に

　　　　　加え､水文学や水質学等に基づく

　　　　　環境管理や持続可能な環境技術の

　　　　　開発などの様々な分野のエキス

　　　　　パートによ○構成されています。
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竹内智教授

家庭や給食､食堂などで使

用された廃食用油を軽油代

替のバイオディーゼル燃料

にリサイクルし､日常的に活

用するための研究に取り組

んでいます。

ll

ｈ
リ
…
…
…

島弘幸准教授

動植物が示す造形美に注

目し､その｢形｣が引き起こす

生態機能を｢物理学｣の視

点から解析することで､環境

調和型の新しい科学

技術を展開します。(;
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松本潔准教授

小林拓准教授

海の汚れや気候に影響を与

える空に舞う微粒子の量や

性質を､宇宙から調べる(リ

モートセンシングといいます)

ための基礎的な研究を行っ

ています。

新藤純子教授

食料生産変化の解析や将

来の需給予測に基づいて、

農業が水質汚染や地球温

暖化など環境に与える影響

や対策の効果を広域的に

推定しています。

石平博准教授

数値モデルや衛星観測技

術を用いて､世界の楢４な

地域における河川流量を推

定･予測する方法の開発に

取り組んでいます。

御園生拓教授

生物と影響の双方向の関

係について基礎から応用ま

での多面的な研究を行って

います。

○藻類と紫外線

○藻類による廃棄物処理

○人の心理と環境他

岩田智也准教授

陸一河川一海洋間の物質

フローの経路とダイナミクス

を調べることで､流域におけ

る生物群集の維持機構を

明らかにしてゆきます。

　田中靖浩助教

　洗剤や農薬などの汚染物

　質を分解できる微生物をい

　ろいろな環境試料から探し

　出し､｢環境を守る新しい技

　術｣の開発につなげるため

　の研究を行っています。

●

片岡良太助教

土壌微生物の機能を利用し

て環境を制御することを目標

に研究を行っています｡室内

実験と屋外での調査･研究

を互いにフィードバックさせな

がら自然の実態に肉薄した

いと考えています。

馬纏綿助教

衛星･地理情報と数値モデ

ルを駆使して､水循環と社

会の関係性について､流域

スケールと全球スケールの2

つの視点から研究を行って

います。

鈴木保任准教授

川の水などの環境試料､セ

メントなどの工業材料に含ま

れている成分を分析できる、

小型の装置を開発し､分析

に掛かる時間や費用の低

減を目指しています。

風間ふたば教授

水中の化学物質の調査､都

市の河川水質予測､途上

国における簡易水質浄化

方法などについて研究を続

けています｡環境教育にも

長年取り組んでいます。

西田継准教授

森林､農地､都市を流れる栄

養元素の量､病原体による

地下水汚染のしくみ､水利用

と病気の関係などについて、

山梨や東南アジアの流域で

調査と研究を行っています。
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坂本康教授

雨による地表の物質の地下

浸透や､地下水の流れに伴

う汚染物質の拡散など､地

下水の動きと水質との関係

を明らかにするための研究を

行っています。
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社会科学の総合的な知識と数理分析スキルを身につける

■地域社会システムの様々な構成要素と地域発展に関する基礎知識をしっかり学ぶ。

○経済学､経営学､法学､行政学､政治学など社会科学の基礎科目

○統計学､基礎数学など､計量的分析方法の基礎科目

○共生科学､生命科学､生物資源､環境科学など､自然との共生に関する科目

・経済学､経営学を

　深く学ぶ。

○経済学の理論と

　経済現象の分析方法

○経営学の理論と

　企業経営の分析方法

・法学､政治学を

　深く学ぶ。

○基本的な法律知識と

　法学的な分析方法

○政治学や行政学の

　理論と政策過程の

　分析方法

■地域計画､数理分析

　スキルを深く学ぶ。

○地域計画の理論、

。方法､関連計画や政策

○統計学や経済数学など、

　計量的な分析方法と

　管理方法

■生命･食物･環境

　を学ぶ。

○ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｯｸｽ

○食品の製造､流通、

　環境保全など

■民間企業や行政機関などで地域社会をマネジメントできる人材になる。

○国家公務員○地方公務員○一般企業(製造業､金融業､ｻｰﾋﾞｽ業､ITなど)Ｏｼﾝｸﾀﾝｸ○起業家

○NGO･NPO○高校教員○大学院進学など

・地域社会システム学科では､学生は､地域社会のマネジメントに関する専門知識や

スキルを体系的に修得することができます｡また､地域に対する知識とグローバルな

知識を両立させながら､広い視野から､社会を｢マネジメント｣する能力を獲得するこ

とを目指します｡さらに､文理融合のメリットと理系学科との交流を生かして､持続可

○○　能な食物生産や自然との共生を通じた地域発展について学べます｡卒業後の進路は

　　　幅広いものが期待できます。

目名などの詳細は学科HPで。

/www.ss.yamanashi.ac.jp
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門野圭司／准教授

政府の経済活動を研究対象とする財政学の学習を通じ

て､経済的に不遇な人たちの言い分にこそ共感できる心

と､経済の実態を科学的に理解する頭脳と､両方を身に

付けることの大切さを掴み取ってもらえればと思います。

渡漫幹彦／教授

これらの科目では､｢国民がどれぐらい豊かであるか(国民

所得･失業)｣｢豊かであり続けるにはどうすべきか(経済

政策)｣を学び､それらを世界全体の貿易や金融､食料生

産､環境問題との関係に広げて学びます。

渡垂絹仁／教授

ミクロ経済学の理論を用い､市場の失敗･政府の失敗の

発生理由と対策を分析し､効率と公平･賃献原則と平等

原則などのトレードオフ関係について一議を深め､経済社

会を公一共･私の3視点から把握する力を涵養します。

竹之内玲子／准教授

国際経営論では多国籍企業の戦略や組維マネジメント

を学んでいきます｡日本に進出している外資系企業や､海

外に進出している日本企業の事例なども取り上げ､多角

的に分析していきます。

西久保浩二／教授

経営学を実践的な視点から幅広く学ぶことを通じて､企

業経営を科学的に分析､評価し､そして改革できる力を身

につけます｡また､日本企業が持続的な競争優位に立

ち､生存､成長する戦略を学びます。

石堰迅／准教授

法学分野の科目の中で､主に憲法に関連する科目を担

当しています｡私たちが享有する人権にはどのようなもの

があり､それを保障するための統治のシステムはどのよう

なものであるべきかについて考えます。

稲田和也／教授

社会生活上しばしば接することとなる民法(総則)､会社

法を中心に講義を行っています｡圭として知識の習得に

なりますが､民事法学における思考方法も適宜紹介した

いと考えています。

大山盛義／教授

私たちの生活に密接にかかわる法律(私法領域)の基礎

を学びます｡また他の法律科目と一緒に学ぶことで基礎

的知識の幅を拡げ､専門ゼミで応用力を身につけること

ができます。

金基成／准教授

政治思想､政治システム､政策決定過程､民主主義､社

会運動､市民参加など､政治学の基機知識と考え方を身

に付けるとともに､生態学的に持続可能な社会のあり

方､政策､政治過程上の課題について学びます。

坪内淳／准教授

｢日本｣という殼の外の､いま私たちの生きている｢世界｣

がどうなっているのか､自分なりに考え､理解を深める方法

を学びます。

豊里Ｘ史／准教授

政治学の一分野である行政学､地方自治論では､国や

地方自治体のさまざまな活動を支える行政資源(ヒト､モ

ノ､カネ､情報等)やそれらを活用して塵み出される政策に

ついて､理論や歴史､現状､課題等を学びます。

喜多川進／准毅擾

日本のみならず海外の具体的な環境政策の事例を通し

て､環境政策の推進･阻害要因およびー境問題解決の

ための望ましい政策のあり方を学びます。

●

高橋智子／准教授

社会のなかで科学技術をどうコントロールするのか､歴史

を踏まえて未来のあり方を考えます｡その上で科学技術

政策とは何か､その方法論の一つでもある科学技術のリ

スクマネジメントとは何かを具体的に学びます。

大山勲／教授

都市や農村地域の計画､景観･環境･観光などの個別計

画､商業･交通･集落空間などのデザイン､法定計画の限

界､市民行政協働まちづくりの実践､など地域の持続と

活性化を進めるための計画づくりの基礎を学びます。

北村真一／教授

社会調査法では､ヒアリング､観察調査及び質問紙調査

の実施と分析の方法など､社会科学における実証の方

法を学びます｡地域経営論では､快適で活力あるまちづく

りのための計画理論と実践例を学びます。

島崎洋一／准教授

地域社会における望ましいエネルギーの使い方について

学習します｡行政や企業におけるエネルギーの導入計

画､経営管理を主題とします｡身近な例として､家庭の電

力測定演習を行います｡意思決定の手法を理解します。

宮川雅至／助教

地城の社会経済現象を場所･空間に着目して客観的に

分析し､問題解決につなげるための立地モデルを学びま

す｡土地利用､施設配置､商業立地などを対象に､モデ

ルを実際の地域に適用することを目指します。

伊藤―帆／准教授

世の中で起きている現象を数式を用いて表現することを

数理モデリングといいます｡そして､その数式を分析するこ

とにより､複雑な現実の本質が見えてきます｡経済現象を

中心に､この一連のプロセスを修得しましょう。

下川敏雄／准教授

統計科学はデータサイエンスの呼称のもとで､近年､最も

脚光を浴びている分野の一つです｡統計的データ解析

の方法とそれらを活かすための統計ソフトウェアの利用方

法に関する講義および演習を行います。
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�附属農場

甲府市農業センター小曲試験圃場の一部を借用して作られた総面積約2.5haの農場です､山

梨県の特産果樹であるﾌﾞﾄﾞｳや桃､地域特性に適した農作物の作付けを行い､教育･研究に利

用します｡また､全学科の学生がこの農場で｢生物資源実習｣を受講します｡設備として､管理

棟(575�)､ガラス温室(480�)､堆肥舎､人工気象室､プレハブ倉庫などがあ0ます。

●附属ライフサイエンス実験施設

実験動物飼育室､マイクロマニピュレーション室､分子生物学実験室､細胞培養実験

室､細胞イメージング室等からなる学部附属の実験施設です｡平成24年の6月に新し

くできた施設です(2階建て800�)。この施設では､遺伝子(ＤＮＡ)、タンパク質､細

胞､動物個体の各レベルにおいて質の高い実践的な教育研究を行うことができます。

山梨大学にはいくつかの研究センターがありますが､そのうちワイン科学研究センターと国際流域環境研究‘lzンターの教員が生命環境学部の教育に参加します。

これにより、 中に取り入れられます。

■ワイン科学研究センター

国立大学唯一のワイン科学を専門に研究するセンターです｡60年以上の歴史

があ０､日本のワイン科学の教育と研究の拠点になっています｡地域食物科学

科の｢ワイン科学特別コース｣では､ワイン造０に情熱を抱き､ワイン業界を

リードできる高度な専門知識と技術を持つ人材を育てます。

Eこぶ=４

■ ンター

一
一
ｒ

国内外の水問題､つま０水資源の枯渇､水災害､水環境の悪化､水に起因する病

気などに対応するための研究を行っているセンターです｡環境科学科で､水資

源･水環境の計測･管理などの教育を担当します。
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1●生命環境学部担当教員が大学院修士課程で指導している専攻等には、

生命工学専攻､持続社会形成専攻､国 ム､ワイン人材養成のプログラムなどがあります。

|●各学科では､学年ごとにクラス担当が決められていて､学び方･生活などのアドバイスを行っています。

1●大学での学び方についての授業科目(生命環境基礎ゼミなど)があります。

1●数学･理科などの科目では､高校での勉強の復習から始まる基礎教育を行います。

{●グループ学習･自習ができ､数学および物理などの個別指導を受けられる学習支援室があります。

その他のサポート
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●広報活動などを通じて､保護者･出身高校とのつながりを大事にしています｡保護者の方には､毎学期成績表をお送りしています。

●キャリアセンターでは､就職関係の資料を整備するとともに､企業説明会､就職活動に役立つ各種セミナーやガイダンスを開催し､就職活動のお手伝いをしています。

●キャンパス全域に高速無線LAN設備があり､インターネットが自由に使えます。
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募　集　区　分

生命工学科

地域食物科学科　　Ｊ

　　　　ワイン科学

募集人員　志願者数･･志願倍率！

30（3o）　96（lo4）3.2（a5）1

25（25ト　96（98）　　　　1

1iuΞlこri　　6（6）　38（35）

3.8（3.9）；

　　　　　｜

｜　　募　集　区　分

㎜生命工学科

Sz;;I

睡¥儡地域食物科学科
目

２

一一

１募集人員’志願者数　志願倍率

，5〔5〕　69（36）13.8（7.2）

J　5（　5）　　68〔53〕13.6（10.6）
i　　l

環境科学科　　　　　25（25）　68（45）2.7（1.8川　－咽環境科学科　　　　　　5（　5ド　32（65）　6.4（13.0）

地域社会ｼｽﾃﾑ学科　　30（3o）　65（43）:　2.2（1.4円　　㎜地域社会ｼｽﾃﾑ学科１　５（　５レ　35（2o）　7.0（4.0）

合 計 110（11o）325（29o）　3.0（2.6）i　l　　合

※地域食物科学科前期日程の数には､内数でワイン科学特別コースの数が含まれています、

計　　　　20（20）1204（174）10.218.7）
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観光･レジャー王国山梨

山梨県は､世界的な観光名所で

ある富士山･富士五湖周辺をはじ

め､清里高原や南アルプスといっ

た､観光･レジャースポットがいっ

ぱい｡四季を問わず楽しむことが

できるので､長期の休みはもちろ

ん､週末でも､ちょっと足をのぱせ

ば､素敵なロケーションの中で、

心身ともにリフLノッシュすること

ができます。

フルーツといえば山梨

山梨県と言えばブドウ､桃､そして

サクランボの産地として全国有

数なのはご存知だと思います｡桃

の生産日本－を誇る山梨県の笛

吹市一宮町では､毎年4月､桃の

花が一斉に咲き出し､桃色のじゆ

うたんを敷き詰めたような風景

が広がります。

美味しい水･

日照時間が長い山梨

美味しい水も山梨県が誇るもの

の一つ｡北社市の尾白川など､県

内各地には美しい水を育む､渦流

が点在し､ミネラルウォーターや

ソバなどの物産も重要な資源に

なっています｡さらに､一日の日

照時間が長い県としても有名で

す｡高原に広がるひまわり畑で有

名な北社市明野町は､｢日照時間

日本－｣の町でもあります。
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　【特急】八王子07:29発→甲府08:28着

ｔ　　【普通】八王子o6:57発-゛高尾o7:o4発-゛甲府o8:38着
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都心からだと､最速８３分｡特急なら乗り換えなし。
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ＪＲ中央線　特急｢あずさ｣又は｢かいじ｣で最速83分

新宿駅西□高速バスターミナルより最速119分

名古屋⇒甲府駅名古屋からでも､特急に乗ればおよそ３時間。

　　　　　　　　　　　　　　1　①JR中央線(塩尻駅経由)／塩尻で特急｢しなの｣から特急｢あずさ｣に乗り換え､最短181分

　　　　　　　　　　　　　　　　②東海道新幹線･JR身延線(静岡駅経由)／静岡で新幹線｢ひかり｣から特急｢ふじかわ｣に乗り換え､最短195分

　　　　　　　　　　　　　　I　JR名古屋駅前バスセンターより約240分

甲府駅⇒甲府キャンパス甲府駅から､信玄公ゆかりの武田神社を目指して歩くこと１５分。

ｉ　甲府駅北口2番バス乗り場より｢武田神社または積翠寺｣行き約5分汀山梨大学｣下車

ｉ　甲府駅北口より武田通りを北上ヽ徒歩約15分

皿71皿

･i1東　京⇒甲府キャンパス

首都高新宿線から高井戸IC経由で中央自動車道:高井戸IC～甲府昭和IC(高井

戸＝甲府昭和間約1時間20分､１１３．２ｋｍ)で下りて､一般道を北東の方角へ。

国道２０号線またはアルプス通り経由で約20分

φ4名古屋⇒甲府キャンパス

UNIVERSjTY OF ¥へMANASHI －FACULTY OF LIFE AND ENVIRONMENTAL SCIENCES

‘Illi°り恚ぴ生命環境学部

TEL.055-220-8803

〒400-8510山梨県甲府市武田4丁目4-37

http://www.les.yamanashi.ac.jp/

圈
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籐芦曙

この印麺||糖は｡印脳用Ｓ紐へ

　リサイウ拓できます｡

東名高速:名古屋IC～小牧JCT～中央自動車道:甲府昭和jC(名古屋＝甲府昭和

間約３時間､245.4km)で下りて､一般道を北東の方角へ｡国道２０号線または

アルプス通り経由で約20分　　　　　　　、
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